
人口減少社会にあって、この地域を取り巻く情勢は、

今後、リニア中央新幹線の開業と国道 41 号６車線化に

より、人の流れや経済活動がより一層活発になることが

見込まれ、大きなチャンスです。 

 

しかしながら、このチャンスを活かさず、対応が後手

にまわれば、利便性の向上がむしろマイナスに働き、消

費流出や人口減少に拍車をかける恐れがあります。 

 

こうした情勢を踏まえ、犬山市では、チャンスを活か

すための攻めの戦略として、橋爪・五郎丸地区を「新た

な都市拠点及び交流エリア」と位置づけ（市総合計画及

び都市計画マスタープラン）、本市の弱点である商業系

の振興や、新駅整備など交通結節拠点等の都市機能を集

約させて整備することで、市民生活及び都市の求心力

（魅力）向上と土地利用の転換に伴う税収増加を図り、

持続可能な都市経営を目指していくことが、このまちづ

くりを進める最大の理由です。 

「新たな都市拠点及び交流エリア」がなぜ必要なの？ 

新たな都市拠点 
及び交流エリア 

「新たな都市拠点及び交流エリア」の基本的な考え方 

１ 「道の駅」をきっかけとした地域創生の実現 

国道 41 号沿線に位置し、本市の玄関口ともなりえるこの地区に、近年、様々な取組みで地域活性化に寄

与している「道の駅」を位置付けることで、この地区への商業施設の立地を促進し、市民生活の向上、税収

増による財源確保を図ります。 

２ 集約型都市拠点の実現（コンパクトシティ＋ネットワーク） 

今後、人口減少社会を迎える中で、集約型都市構造への転換を図る上では、新駅設置の可能性がある橋爪・

五郎丸地区を新たな都市拠点とすることで、本市のコンパクトシティ＋ネットワークの実現に大きく寄与で

きると考えます。 

３ 広域的な圏域からの利用に資する拠点 

国道 41 号沿道に位置する橋爪・五郎丸地区は、広域的な圏域からの利用に資する拠点となります。また、

名鉄小牧線の新駅（五郎丸駅）の設置となれば、犬山駅に次ぐ交通の要衝となり、一層の拠点機能の強化が

図られます。 
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土地利用基本構想（案） 

土地利用構想（案） 
・新駅を設置し、駅前広場機能等

を兼ねる「道の駅エリア」を国
道 41 号の南側に配置した案 
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総合犬山中央病院 

４ 「新たな都市拠点及び交流エリア」の実現化に向けて 

１ 実現化に向けた整備手法 

「新たな都市拠点及び交流エリア」の実現化に向けては、市政（施策事業や財政制約等）や社会経済情勢

等を鑑みながら検討する必要があり、各エリアを段階的（個別）に整備することで事業を的確に進めること

ができます。 

 ２ 効率的な整備順序 

事業実施にあたり、まずは現状の法規制において進めることができる「道の駅エリア」の検討を行います。

「道の駅エリア」の整備により下水道等の都市基盤を整え、国道 41 号沿線以南の商業エリアへの民間商業

開発を促します。これによりもたらされる税収増により道の駅等への投資を回収し、さらに基金へと積立て、

資金を確保したうえで、新駅の設置、国道 41 号沿線以北の開発へと事業展開を目指します。 

 ３ 官民連携による事業推進及び新たな制度の活用の検討 

「道の駅エリア」の整備にあたっては、民間活力の導入を検討し、道の駅に必要となる地域振興施設につ

いては、建設・維持管理・運営を、すべて民間事業者の負担とする独立採算（市負担はなし）を想定してい

ます。事業化の可能性を検討するため、平成 30 年度に民間事業者との対話を行うべく、「マーケット・サウ

ンディング調査」の実施を予定しています。 

また、平成 30 年 4 月に愛知県の「市街化調整区域内地区計画ガイドライン」が見直され、新たな制度と

して「地域振興型市街化調整区域内地区計画」が創設されました。これにより民設民営による「地域の振興

に資する施設」の建築が可能となることから、この制度についても「マーケット・サウンディング調査」の

対象とし、活用の可能性を検討します。 

（お問い合わせ先）犬山市役所 都市整備部 都市計画課 計画調整担当 
所在地：愛知県犬山市大字犬山字東畑 36 
TEL : 0568-44-0330 FAX : 0568-44-0366 E-mail : 080100@city.inuyama.lg.jp 


